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うつや虐待 に よる脳障害、
そ して ニ ュー ロン再生 の可能性
柏 原 恵 龍
プロザ ック米国立精神衛生研究所によれば、米国の不安障害と"うつ"の 患者数は2000万人
に近いとい う。 日本においても、老人に多かった 「うつ」が、成人のみならず中学生や小学生、
そ して幼児にまで及んでいる。また 「うつ」と共に虐待が1990年代から表面化 してきた。この
うつや不安の問題は、こころの病のみならず脳の問題になってきた。 しか し一方でニューロン
新生の朗報もある。脳の働きを高める最良の方法は生き方にあ りそ うである。
1.ス トレス に よ る 「不 安 と うつ 」
1)ス トレス
身体 の恒常性(ホ メオスターシス)が 保たれてい る状態では、体調を示す体温や血糖値 など
のさまざまな指標は理想的 な状態にあ る。 この恒常性を乱す環境的 な要因を ス トレッサ ーとい
い、最終的にバ ランスを回復す るまで の生理的適応 のことを ス トレス反応 とい う。 ス トレス反
応には、副腎か ら分泌 され るア ドレナ リンとグル ココルチ コイ ドであ る2種 類 のホル モンがお
もにかかわ ってい る。 ヒ トのス トレスにかかわ るグル ココルチ コイ ドは、 コルチ ゾール と呼ば
れてい る。
多 くの哺乳類では、 ス トレスに よって ホル モンが変化す る。敵か ら逃げ る、 とい った身体的
な緊急事態が きっかけ となることも多い。 ア ドレナ リンとグル ココルチ コイ ドは、筋 肉のため
にエ ネル ギーを動員 し、心拍数を高めて酸素を もっと速 く移動で きるよ うに促進 し、加齢に よ
る 「成長」 のよ うな当面不要不急 の活動を止め る。だが霊長類は これだけではす まない。具体
的 な出来事が起 きな くて も、予測 しただけで ス トレス反応が起 きることがあ る。実際はそ うで
は ない のに、危険 なことが起 こ りそ うだ といつ も思い こんでい る場合、神経症、不安障害、そ
して偏執症 の領域に入 ってい る。欲求不満 のはけ 口が ない、 自分で コン トロールで きてい ると
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い う感覚が持てない、社会的支援がない、何かいいことが起きるとは思えない、といった場合
にス トレスが深刻になる。
















るものがあ り、これらの部位は自律神経系をコン トロール している。自律神経系は、心臓のよ
うなふだん意識せずにコン トロール している部分をつなぐ神経ネットワークである。自律神経
系の半分は、闘争一逃走反応を仲介する交感神経系であ り、危険によって扁桃核が活性化する
と、交感神経系はす ぐに副腎にア ドレナリンを分泌するよう命令する。すると心拍数が上昇 し、









乗 り方や ピアノの弾き方のような手続記憶もその1つであ り、また恐怖とも関係がある。恐怖
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快感の喪失などが特徴である。精神的ス トレスは事態をコン トロールできず、いつス トレスを
受けるのか予測できないとい う感覚が伴い、これは抑 うつにもあてはまる。また最初に うつ状
態が表れる前に、大きなス トレスのかかる出来事が起きているようである。
ス トレスが抑 うつを引き起こすのは、1つ には脳の気分や快の情動回路に作用するためであ









ス トレスは ドーパ ミンにも影響を及ぼ している。 ドーパ ミンは快の情動回路の主要な伝達物
質であ り、 ドーパ ミンに対するス トレスは意外な影響を及ぼす。一過性の適度なス トレスと、
それに続いてグルココルチコイ ドが分泌されると、腹側被蓋野、側座核、前頭葉の間をつなぐ
「快の情動回路」からの ドーパ ミンの放出が増加する。被験体に一時的であまり強 くないス ト
レスを与えると、結果的にグルココルチコイ ドが放出され、 ドーパ ミンが増えて幸福感を感 じ
ることがあ り、持続的にグルココルチコイ ドにさらされると ドーパ ミンが抑制され、快感は薄
れて くる。
扁桃核 も抑 うつと関係がある。脳の画像診断法を用いて、抑 うつ者の扁桃核が怒った顔を見
たときよりも、悲 しい顔を見たときに強 く反応する。さらに、不安障害で生 じる自律神経系の
覚醒充進は扁桃核によって引き起こされると考えられていたが、抑 うつでもこれが しば しば観
察される。不安には何かに驚いて急激な闘争一逃走反応が起きるとい う特徴があ り、抑 うつの
方は無気力に見えるので一見不思議に思えるかもしれない。だが、抑 うつの無力感は静かで受
動的な状態によるものではなく、激 しい恐怖に神経は高ぶ り、心は乱れ、エネルギーは消費 し、
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反応が起きる理由は、ス トレスがどれ くらい慢性的なものであるかとい う点にある。
ときどき軽度の電気ショックを与え、 レバーを押 してそれを回避するように訓練すると、ラ
ットはこの課題を簡単に習得する。このラットを レバーのある濫に入れると、これから起きる
事に対処できるとい う予感から、快感物質の ドーパ ミンがきわめて活発に前頭葉へ放出される。
この実験のように、グルココルチコイ ドの分泌増加が適度で一時的なものなら、このホルモン
によって ドーパ ミンの放出が増加する。だが、 レバーがあっても接続されておらず、い くら押
しても電気ショックを止められないと、ラットは最初、ショックを止めるための新 しい対処方
法を探そ うとして、非常に緊張を高めた状態になる。ラットはふたたびコン トロール しようと、
必死に何度もレバーを押す。これが不安や支離滅裂な対処行動の本質である。このような状態
では、生理学的にはア ドレナリンによる交感神経系の大幅な活性化のほか、青斑核からのノル
ア ドレナリンの分泌の増加やグルココルチコイ ド分泌の中程度の増加とい う特徴が生 じる。
電気ショックが続 くと、ラットはどんな対処行動も無駄だと気づき、事態は一変する。緊急
事態のス トレス反応を担 うのは、闘争一逃走反応を主に支配するア ドレナリンと交感神経系で








する記憶に偽 りが挿入された り、ゆがめられた りしていて、それにもかかわらず、幼少時に関
する実際にあった トラウマ性の事件で、PTSDになっている人が多い、 という。
1)虐 待に よる脳の変化
Teicher(2002)によると、子 ども時代 に身体的 ・性的 ・心理的虐待を受け た影響 は、思春
期、青年期、壮年期 など、人生 のあ らゆ る時期に様 々な形 となって現れ る。抑 うつ状態、不安、
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自殺念慮、心的外傷後ス トレス障害(PTSD)になることもある。外に向か うもっとも厄介な
精神症状の一つは「境界性人格障害」であ り、他人を白か黒で しか判断 しなくなる。怒 りを爆発
させやす く、パラノイアや精神病に似た症状を示 した りする。一般に虐待を受けた人は、他人














結果はDavies,R.W.が1978年に発表 した脳電図の結果と一致 しているという。彼 らは肉親か
ら性的虐待を受けた成人被害者を調べ、77%に脳電図の異常があ り、27%は発作の経験があっ




報告 している。比較対照のために年齢 ・性別 ・民族 ・利き手 ・学歴 ・飲酒量などが同じで、精
神的 トラブルを抱えていない対象を選び、同じ検査を した。PTSDに苦 しむ虐待経験者の左
の海馬は、健康な人に比べて平均 して12%小さかったが、右の海馬は正常サイズであった。ま
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ドイ ツのギ リー ド病院 のDriessen,M.らは、2001年に児童虐待 を受けた境界性人格 障害 の成





子ども時代に身体的 ・性的 ・心理的虐待を受けると、大きくなってからも精神的 トラブルを
抱える場合がある。これまでの研究から、虐待と精神的 トラブルの間には強い関連があるとわ
かってきた。1990年代初期には、情緒的 ・社会的な トラブルはおもに心理的なものから生 じる
と専門家は信 じていた。児童虐待の被害者は、精神的な防御メカニズムが強 く働きすぎ、大人




ン病院とハーバー ド大学の共同研究グループは、虐待の影響を研究 して、これとは少 し異なる
結果を得た。子どもの脳は身体的な経験を通 して発達 してい く。この決定的に重要な時期に虐
待を受けると、ス トレスの衝撃が脳の構造や機能に消すことのできない傷を刻みつけて しまう
心とい うよりも体の問題なのである。虐待を受ける子どもの脳では分子 レベルの神経生物学的





なることもある。外に向か う場合には、攻撃的 ・衝動的になって反社会的行動に出た り、いっ
時もじっとしていられない多動症や薬物濫用となって現れる。
最も難 しい精神症状の1つは 「境界性人格障害」であ り、他人を白か黒かで しか判断 しなく
なる。たとえば、ある人を最初は尊敬 して偶像視するけれども、裏切られた り幻滅させられる
ようなことがあると、今度は一転 して激 しく中傷する。怒 りを爆発させやす く、一時的にパラ
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無茶食いや浪費など、自分に害をなす行為を して しまう。
Teicher(2002)は、境界性人格障害の3人 の患者を診察す るうちに、彼 らは子 ども時代に
さまざまな虐待を受けたことで、大脳辺縁系の発達が問題であったのではないかと考えた。辺
縁系は、相互に連結 した核(神 経の塊)の 集まりであ り、情動や記憶の制御に重要な役割を果




















内面では激 しい恐怖で神経が高ぶ り疲れ切っていることを明らかに した。
ス トレスは、新 しい神経細胞の成長も阻害する。成人の脳では新 しい神経細胞は作られるこ
とはないと長年信 じられてきたが、実はそ うではなかった。次節で述べるが、この知識が明ら
かになってきたのはこの10年のことなのである。幾つかの発見についてはいまだに議論が行わ



























「海馬」と 「扁桃体」の2つ の領域が、この機能不全に深 く関係すると考えられている。海馬
は、やって来た情報を長期記憶に貯蔵するかどうかを決めるのに重要な場所である。扁桃体は、
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常識通 りに、左半球の方が発達 していた。 しか し虐待を受けた患者では、全員が右利きである




であった。 これは、「虐待と左右半球の発達の間に関係がある」 とい う仮説を裏付けていた。
著者の経験では、アイゼンクの理論の検証を 目的に、アルファー波を指標に条件反射とパーソ




を右半球に記憶 してお り、それを思い出すことで右半球を活性化 しているのであろうと考えた。
これを調べるのに、Schiffer,F.は1995年に記憶を思い出している最中に成人の脳のどこを働
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情報をや り取 りできるようになるまでに1ヵ 月以上かかる。
2)新生ニューロンが生まれ育ったところ
神経幹細胞は脳における新生細胞の源であ り、この幹細胞は主に2つ の領域で周期的に分裂
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ニューロンまたはその支持細胞(ア ス トロサイ トやオリゴデン ドロサイ ト、まとめてグリア細
胞と呼ばれる)へ と分化する。 しか し神経前駆細胞は、分化を遂げる前に元の場所から離れた
ところへ移動 しなければならない。平均 して約半分の細胞が適切な場所へと移動 し、残 りの半
分は死んで しまう。
現在のところニューロン新生が観察されているのは、髄液で満ちている脳室と呼ばれる部分
と、脳の奥深 くにある海馬とい う部分である。ニューロンになるべ く運命づけられた細胞が、














修復するために新 しいニューロンを作 り出そ うとしているように見える。









運動を しているマウスの海馬では分裂を している幹細胞の数が2倍 に増えてお り、その結果新
しいニューロンが大量に増えていることを発見 している。
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ひどい環境の中で生き残るためには"闘 争か逃走か"反 応を動員する能力が重要であ り、脳
の変化は不利な環境に対する適応である。他人の不幸を喜ぶような冷酷な世界でも生き抜ける
ように適応 しうるのであろう。 しか しこの一連の出来事を通 して、暴力や虐待は世代を超え、








った」とい う。記憶にも数種類あるが、タル ビングは意識的な記憶であるエ ピソー ド記憶と意
味論的記憶に分けた。その後、スクワイヤーは記憶を手続き記憶と宣言的記憶に分け、技能、
条件反射、そ してプライ ミング効果の上位概念として手続き記憶に対する宣言的記憶に、意識
的な記憶であるエ ピソー ド記憶と意味論的記憶を分類 した。海馬は意識的な記憶で重要な役割
を果た してお り、学習 ・記憶の重要なことが、この海馬の神経回路網を一周する間に生 じてい
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る。 この海馬 の歯状回に苔状線維 となる新生 ニ ュー ロンが生 まれていた のであ る。
この海馬におけ る出生1ヶ 月前か ら新生す るこのニ ュー ロンは、生後 の環境に適応す るため
のニ ュー ロンであ り、記憶 ・学習に きわ めて重 要 な機能を果 た してい る。 この新生 した ニ ュー
ロンは、た とえ1個 だけ新生 した と して も既存 の数え きれ ない ニ ュー ロンと繋が り、可能性 と
しては膨大 な数 の神経回路がで き うる。 このニ ュー ロンは、あ る種 の運動を通 して脳を変え、
行動を変 える ことにつ なが る。 ニュー ロン新生 の発見 は、「脳 と教育」 の問題 に重要 な意味を
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本 稿 は 、1.「 ス トレス に よ る不 安 や うつ」 はSapolsky(2003)、2.「児 童 虐 待 に よ る ス トレス が 脳
を 傷 つ け る 」 はTeicher(2002)、3.「海 馬 の 大 き さ と左 右 の半 球 」 はSapolsky(2003)とTeicher
(2002)、そ して 、4.「 脳 の ニ ュ ー ロ ン再 生 」 はGage(2003)に負 う と ころが おお き い。
(かしはら ・え りゅう 外国語学部教授)
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